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愛媛県立土居高等学校  

評  価  ・  提  言  等 提言等に対する改善方策等 

 
Ⅰ 今年度の最終評価（自己評価表）について 
 
（１）学力・進路保障 
 
委員：家庭学習時間の習慣化、定着というのはなかな

か難しいと思うが、努力していただきたい。 

 

委員：数学Ⅰの授業を参観させていただいたが、生徒
みんなが協力して問題に取り組んでいる姿勢に
好感が持てた。 

 
 

委員：本校ではアクティブ・ラーニングやグループ別
学習など工夫された授業が多いと思われる。学
習習慣の定着となると、家庭学習が補足してい
かなければならないが、労力を要するものと思
われる。引き続き尽力いただきたい。現実面を
考えると、家庭学習の確保に関するこの項目の
評価は妥当であると思う。 

  
 
 
 
 
 

  学校：国公立大学の２名が合格するなど、進学先決定

率 100％を達成できた。希望する事業所への就

職決定率を 100％については、９月の１回目の

就職選考で 98.5％が内定し 12 月末の時点で就

職希望者 75 名全員が内定をいただいている。 

委員：今年度は公務員の合格（例．愛媛県警など）も

あり、幅広い就職先であることも評価できる。 

  委員：地元企業とのパイプがしっかりとれている。高

校求人は売り手市場であるというものの、土居

高校のレベルが上がっている結果だと思う。 

  委員：１月 26 日付けの愛媛新聞に、インターンシップ

の記事が掲載されていたが、生徒が自ら受け入

れ企業を探して、企業にお願いしていくことは、

とても大切なことだと思われる。就職する生徒

に入社してからの心構えを事前に持たせるうえ

で、また離職率を減らすうえでも２年時のイン

ターンシップは重要だと思う。 

 

  （２）生徒指導・安全教育 

 
学校：１月末現在で出席率が98.5％である。昨年より

も欠席が増加傾向にあり、特に１年生での欠席
が多く見られた。 

 
 
学校：今年は登校時における自転車と車の接触事故が

１件発生した。ヘルメットを着用していたので

・  

 

 

 

 

・ ・授業アンケートでは｢分かる授業｣の実 

・  践に対して生徒の 98％が満足感を示 

・  す評価が見られたが、基礎学力の定着 

・  という点では課題が見られる。基礎・ 

・  基本の学習の定着を必要とする生徒、 

・  習熟度の高い生徒の双方に配慮した授 

・  業を展開していくようにしたい。 

・ ・家庭学習時間の定着を目指し、学年＋ 

・  １時間の１日平均家庭学習時間を確保 

・  させる指導では、まだまだ教員側も改 

・  善の点があると考える。自己評価がＤ 

・  というのも、どの学年も目標値に到達 

・  していないことから、各学年も危機感 

・  を持って、話し合いを持ち、１月の統 

・  計では、微増だが少しは改善が見られ 

・  た。今後も予習・復習を意識した課題 

・  の設定や、課題を生かした授業をしっ 

・  かり行い、継続していきたい。 

・  
し・推薦・ＡＯ入試だけでなく、一般入試

でも合格できる確かな学力を身に付け

させるために、進学補習や個別指導等

を充実させていく必要がある。 

  

 

 

 

 

 

・レベルを維持しつつ、現状に甘んじる

ことなく、より優れた安定した人材を

地元に残していけるよう、様々な教育

場面を活かして指導していきたい。 

 

た  

 

 

ら 

 

・欠席の理由を確実に把握するとともに、

明らかな病欠を除き、長期にわたる欠

席の場合は、保護者を含め、面談や家

庭訪問を行い、生徒の生活背景を把握

するように努めていきたい。 

・ヘルメット着用の一層の徹底を図ると



大事には至らなかった。 
委員：ヘルメット着用については命に関わることなの

で、これからも厳しく対処してほしい。 
委員：身だしなみ指導については、昨年度は年間合格

率を80％以上という目標に設定し、93％の達成
率でＡ評価であった。今年度は85％以上の目標
設定で89％の達成率でＣ評価となっている。Ｃ
評価は厳しいのではないか。 

 
 
委員：生徒の身だしなみは端正で、地域の方々からも

土居高生の評判はとてもよい。 
委員：本校の生徒は、あいさつがしっかりできており、

気持ちがよい。しかし個になった時に、できる、
できないの個人差が感じられるので、個人とし
てあいさつができるようになってほしい。 

委員：生徒の気持ちのよいあいさつや返事に感心する。 
 
（３）豊かな人間性・個性の伸長 

 
学校：生徒一人当たりの図書貸出冊数平均３冊以上を 

目指したが、今年度は大半を図書蔵書の突合作
業に費やしたため、開館日が少なく目標は実現
できなかった。 

委員：部活動加入率は94.8%、県総体出場者40名であっ
た。陸上競技部が四国大会に出場し、野球部が
ベスト16に入るなど各部で顕著な成績の向上が
見られる。 

 

委員：生徒のボランティア活動への参加も、一人平均
２.１回と高く、マニフェストの２回を超えて盛
んであり、Ａ評価でよい。 

 

 

学校：からかいやあだ名、またラインやスマートフォ
ンなどによるいじめ問題がなかなか跡を絶たな
い現状にある。今年度も、10月、11月と例年と
同時期に集中した。 

委員：いじめについては、対処療法的な対応になる場
合が多い。なかなか見えにくく発見が難しい所
もあるが、未然防止に向けた取組の充実をお願
いしたい。 

 
（４）地域との連携・学校の魅力化 

 
学校：ＰＴＡ総会への出席率50%以上を目指すことを

目標に掲げ、開校記念講演会と同日開催したが
ＰＴＡ総会への参加は、前年より2.1％と微増で
あった。 

委員：学校公式ホームページの内容を毎日更新するな
ど、学校の教育活動を積極的に保護者や地域に
発信している。Ａ評価は妥当である。 

 
 
学校：今年度は、昨年度から実施している地域の紙産

業に対する理解をより深めるための学習とし
て、「紙のまち」魅力化プロジェクトを推進し
ている。その具体的な活動として、愛媛大学紙
産業イノベーションセンターと連携して、紙や
四国中央市の産業に関する講義を３回開催し

ともに、交通マナーアップに向けた啓

発活動に努めていきたい 

 

・年間合格率が昨年度に比べて低下して

いることを重く受け止めた結果とし

てＣ評価とした。身だしなみについて

は、就職を希望する生徒が多い現状に

あっては、重要な指導方針の一つであ

るので、厳しい自己評価の前提で今後

も取り組んで生きたい。 

 

・生徒間のあいさつについては、全校朝

礼や学年集会、ショートホームルーム

の時間など、様々な場面を活用して推

奨していきたい。 

 

 

 

 

・次年度は、朝読書の一層の充実を図る

など、読書啓発活動のさらなる推進を

図っていきたい。 

・予選を突破し県総体へ出場する部を増

やせるように指導方法の工夫改善に

努める一方で、生徒個々の能力を伸ば

していけるよう支援に努めたい。 

 

・個人有志のボランティア参加が年々増

えている。こうした流れを大切に継続

していきたい。 

 

 

 

 

 

・ＳＮＳの問題は発見しづらい傾向にあ

るが、今後もいじめのサイン等を教職

員が見逃さないように、面接週間など

の機会を有効に活用していきたい。 

 

 

・今後は公開授業の時間を増やす一方

で、総会の内容の魅力化を図りなが

ら、出席率の向上に努めていきたい。 

 

・今後は様々なデータの早期書き換えを

行うとともに、多様な教育活動の情報

発信に取り組むなど、一層の魅力化に

努めていきたい。 

・「紙のまち」魅力化プロジェクトにつ

いては、地域理解の推進、郷土を愛す

る心を育む教育活動として、今後も一

層の充実を図りながら進めていきた

い。 



た。これまでの地域との交流のみならず、高大
連携にも力を注いでいる。 

 
Ⅱ 学校運営への提言等 
 
委員：授業参観では、各先生方が分かりやすい授業を

進めていくために様々な工夫に取り組まれてい
る様子が伺えた。生徒の授業を受ける姿も真面
目で、先生の話を熱心に聞いていた。少人数で
実施されている授業では、きめ細やかな指導が
行われていた。 

委員：校内美化環境が素晴らしい。生徒の清掃に取り
組む姿もまじめで好感が持てる。 

委員：部活動も年々さかんになっていて、成績も向上
している。土居高校をさらにアピールしていっ
てほしい。 

委員：今年は、新聞記事などで、土居高校に関する記
事を目にすることが多い。地域の住民としてと
ても誇らしい。今後も地域を愛し、地域社会を
支える有為な人材の育成に努める学校であって
ほしい。 

 

 

 

 

 

 
 

・研究授業、授業参観、教材研究、指導
方法の工夫改善等を通して、教職員と
して求められる資質・能力の育成や授
業力の向上を図っていきたい。 

 

・校内美化は、生徒の学習環境の整備の
一環であるため、常に意識を持って整
備に当たりたい。また、清掃稼動を通
して、自己有用感を育んでいきたい。 

 

・本日いただいた様々な感想、意見、提

言等を、職員会議で教職員に周知し、

来年度の学校運営をさらに向上させ

ていきたい。 

 


